
三
者
も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
仕
組
み

に
。「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
代
を
２
倍

に
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
抑
制

し
ま
す
。 

④
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
へ
の

規
制
を
強
化
し
ま
す
。 

 

パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
行
為
を

防
止
す
る
た
め
に
、
厚
生
労
働
省

は
企
業
に
対
し
て
助
言
、
指
導
、

勧
告
を
行
い
ま
す
。
勧
告
に
従
わ

な
い
企
業
名
を
公
表
し
ま
す
。
パ

ワ
ハ
ラ
の
是
正
指
導
を
労
働
局
に

求
め
た
労
働
者
に
対
す
る
不
利
益

と
り
あ
つ
か
い
を
禁
止
し
ま
す
。 

⑤
同
一
労
働
同
一
賃
金
と
均
等

待
遇
を
法
律
に
明
記
し
、
正
規
と

非
正
規
、
男
女
の
格
差
を
無
く
し

ま
す
。 

 

政
府
案
は
能
力
、
業
績
、
企
業

へ
の
貢
献
、
「
人
材
活
用
の
仕
組

み
」
な
ど
に
よ
る
賃
金
格
差
を
法

的
に
容
認
す
る
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。
同
一
労
働
同
一
賃
金
を
法

律
に
し
っ
か
り
と
明
記
し
ま
す
。 

 

⑥
雇
用
対
策
法
改
定
案
か
ら

「
生
産
性
の
向
上
」
と
「
多
様
な

就
業
形
態
の
普
及
」
を
削
除
す
る

な
ど
、
雇
用
対
策
法
を
変
質
さ
せ

ま
せ
ん
。 

 

法
律
の
名
称
お
よ
び
目
的
に
雇

用
対
策
を
明
記
す
る
よ
う
に
し
ま

す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

日
本
共
産
党
が
提
案
す
る 

労
働
基
準
法
等
の
改
正
大
綱 

 

①
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

制
度
」
を
削
除
し
、
企
画
業
務
型
裁

量
労
働
制
の
廃
止
を
は
じ
め
、
裁
量

労
働
制
を
抜
本
的
に
見
直
し
ま
す
。 

 

年
間
１
０
４
日
さ
え
休
め
ば
、
２

４
時
間
労
働
を
４
８
日
間
連
続
さ

せ
て
も
合
法
の
、
過
労
死
を
促
進
す

る
高
プ
ロ
制
度
を
削
除
し
ま
す
。 

②
残
業
時
間
の
上
限
を
月
４
５

時
間
、
年
３
６
０
時
間
（
労
働
省
告

示
１
５
４
号
よ
り
）
と
し
、
連
続
１

１
時
間
の
休
息
時
間
（
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
）
を
確
保
し
ま
す
。 

 

労
働
省
告
示
１
５
４
号
に
法
的

拘
束
力
を
も
た
せ
ま
す
。
１
日
の
労

働
が
終
わ
り
、
次
の
労
働
が
始
ま
る

ま
で
の
間
に
連
続
１
１
時
間
の
休

息
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
を
法
制

化
し
ま
す
。 

③
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
無
く
す
た

め
、
実
労
働
時
間
を
正
確
に
把
握
、

記
録
し
、
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
が
発

覚
し
た
ら
残
業
代
を
２
倍
に
し
ま

す
。 

 

労
働
時
間
管
理
台
帳
と
賃
金
台

帳
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
、

「
働
き
す
ぎ
」
を
会
社
も
本
人
も
第

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
い

わ
ゆ
る
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
が
含
ま
れ

て
い
る
問
題
点
を
、
期
限
の
あ
る
有
期

雇
用
か
ら
無
期
雇
用
へ
の
転
換
を
、
等

を
訴
え
ま
し
た
（
左
写
真
）
。 

 

出
勤
す
る
労
働
者
に
訴
え
る
と
、
送

迎
バ
ス
の
車
内
か
ら
視
線
が
集
ま
り
、

注
目
さ
れ
ま
し
た
。
（
下
写
真
） 

     

あ
あ
あ
あ
あ
あ 

               

安
倍
首
相
は
５
月
３
日
の
憲
法
記
念

日
に
、
改
憲
を
求
め
る
集
会
に
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
「
憲
法
９
条
に
自
衛
隊

を
明
記
す
べ
き
だ
」 

日
本
共
産
党
豊
田
・ 

み
よ
し
市
議
団
は
４
月 

下
旬
、
豊
田
市
と
、
み 

よ
し
市
で
日
本
共
産
党 

と
し
て
集
め
た
９
条
改 

憲
ノ
ー
署
名
２
０
７
２ 

名
分
を
、
東
海
選
出
の 

国
会
議
員
に
届
け
ま
し 

た
。（
上
写
真
。
右
か
ら 

本
多
市
議
選
予
定
候

補
、
牧
田
み
よ
し
市
議
、
根
本
市
議
、

大
村
市
議
、
井
上
参
院
議
員
、
も
と
む

ら
衆
院
議
員
、
た
け
だ
参
院
議
員
） 

 

豊
田
革
新
懇
が
毎
月
３
日
宣
伝 

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
も 

  

憲
法
記
念
日
の
５
月
３
日
に
は
、
豊

田
革
新
懇
（
平
和
と
民
主
主
義
・
革
新

統
一
を
す
す
め
る
豊
田
懇
談
会
）
が
豊

田
市
駅
前
で
「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な

い
」
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。（
右
写
真
） 

 

豊
田
９
条
の
会
、
新
婦
人
の
会
な
ど

と
の
共
同
行
動
で
、
９
条
改
憲
ノ
ー
署

名
を
呼
び
か
け
る
と
、
高
校
生
た
ち
が

足
を
止
め
、
署
名
に
応
じ
ま
し
た
。 

 

根
本
み
は
る
市
議
も
宣
伝
に
参
加

し
ま
し
た
。 

 

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
寮
が
多
く
あ
る

豊
田
市
西
岡
町
で
５
月
２
９
日
、
日
本

共
産
党
市
議
団
は
街
頭
宣
伝
を
行
い

ま
し
た
。
参
院
愛
知
選
挙
区
予
定
候
補

の
、
す
や
ま
初
美
さ
ん
、
ト
ヨ
タ
の
元

労
働
者
も
参
加
。 

 

安
倍
自
公
政
権
が
国
会
で
成
立
を

狙
う
「
働
き
方
改
革
」
関
連
法
案
に
は
、

過労死ふやす「働かせ方」改悪法案廃案に 

法案のデータ２割でたらめ 

 高プロ制度（残業代ゼロ制度）を含む働き方改革関連

法案は、全データの２割に異常が発覚。命にかかわる法

案を、このまま強行することは許されません。 

２４時間労働を４８日間連続 

 年間１０４日さえ休めば、２４時間労働を４８日間連

続させても合法という高度プロフェッショナル制度。年

収１０７５万円以上の要件は、法案にはありません。 

「過労死認定」がより困難に 

 高プロ制度で働く場合、企業側の労働時間管理がゆる

くなり、働かせすぎても、使用者の責任を問うことが難

しくなると懸念されます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

澤
村
後
援
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
来
年
の
県
議
選
で
議
席
に
挑
戦

す
る
大
村
よ
し
の
り
市
議
、
豊
田
市

議
選
予
定
候
補
の
本
多
の
ぶ
ひ
ろ

氏
、
４
期
目
を
目
指
す
根
本
み
は
る

市
議
、
み
よ
し
市
議
選
で
２
期
目
を

目
指
す
牧
田
み
つ
お
市
議
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
決
意
を
述
べ
、
後
援
会
の
み

な
さ
ん
と
参
院
選
の
躍
進
と
勝
利

を
誓
い
あ
い
ま
し
た
。 

野
外
博
物
館
で
あ
る
明
治
村
で

は
京
都
の
聖
ザ
ビ
エ
ル
天
守
堂
、
東

京
都
の
帝
国
ホ
テ
ル
中
央
玄
関
、
三

重
県
の
宇
治
山
田
郵
便
局
舎
な
ど
、

近
代
建
築
を
取
り
入
れ
た
明
治
時

代
の
建
造
物
を
見
学
、
午
後
か
ら
犬

山
城
に
移
動
し
、
天
守
か
ら
の
眺

望
、
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、「
数
十
年
前
に

来
て
以
来
だ
っ
た
が
来
て
よ
か
っ

た
」
「
選
挙
で
頑
張
る
活
力
が
出

た
」「
車
い
す
で
の
移
動
で
、
周
り

の
人
が
協
力
し
て
く
れ
て
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
出
さ

れ
ま
し
た
。 

市
後
援
会
で
は
、
７
月
２
９
日
の

「
お
い
で
ん
花
火
を
見
る
会
」
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

豊
田
市
後
援
会
恒
例
の
初
夏
の

バ
ス
ツ
ア
ー
が
５
月
２
７
日
に
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
明
治

村
と
犬
山
城
を
散
策
す
る
プ
ラ
ン

で
朝
か
ら
天
気
に
恵
ま
れ
、
暑
い

く
ら
い
の
陽
気
で
し
た
。 

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
集
合
場

所
か
ら
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
小
一

時
間
ほ
ど
で
明
治
村
に
到
着
。
村

内
の
休
憩
所
で
全
員
が
集
ま
り
、

 

今
回
は
中
学
校
の
道
徳
教
科
書

が
展
示
さ
れ
ま
す
。
中
で
も
道
徳

専
門
に
作
ら
れ
た
「
日
本
教
科
書

株
式
会
社
」
が
参
入
し
、
こ
の
会

社
は
「
マ
ン
ガ 

嫌
韓
流
」
な
ど
、

ヘ
イ
ト
本
の
出
版
と
関
係
が
深

く
、
大
き
な
波
紋
を
呼
ん
で
い
ま

す
。
教
科
書
に
は
日
本
会
議
系
の

教
材
を
使
っ
て
い
る
特
徴
が
あ

り
、
中
学
校
の
道
徳
教
科
書
を
出

す
と
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
に
愛

国
心
と
ヘ
イ
ト
感
情
を
助
長
す
る

可
能
性
が
あ
り
、
極
め
て
心
配
で

す
。 採

択
の
参
考
と
し
て
「
戦
前
の

教
育
を
復
活
さ
せ
る
教
科
書
は
採

択
し
な
い
で
」
な
ど
、
展
示
会
に

行
っ
て
意
見
を
出
し
ま
し
ょ
う
。 

【
展
示
会
場
】 

○
豊
田
市
中
央
図
書
館
（
午
前
１ 

０
時
～
午
後
８
時
、
月
曜
休
み
） 

○
足
助
交
流
館
（
午
前
９
時
～
午 

 

後
８
時
、
月
曜
休
み
） 

○
み
よ
し
サ
ン
ラ
イ
ブ
図
書
館 

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
７
時
、 

 

月
曜
休
み
） 

                       

 

 

 

◆
開
会
…
６
月
８
日
（
金
） 

◆
一
般
質
問
…
６
月
１
１
日
～ 

１
３
日 

◆
常
任
委
員
会
が
６
月
１
４
日
～ 

◆
閉
会
…
６
月
２
５
日
（
月
） 

  

 

 

   

 

 

明治村で記念写真 

 


